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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第８期

第２四半期
累計期間

第９期
第２四半期
連結累計期間

第８期

会計期間
自　2022年11月１日
至　2023年４月30日

自　2023年11月１日
至　2024年４月30日

自　2022年11月１日
至　2023年10月31日

売上高 (千円) 1,193,154 1,131,187 2,264,139

経常利益または経常損失(△) (千円) △3,644 3,839 1,603

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純損失(△)

(千円) △6,794 △19,917 △5,690

四半期包括利益又は包括利益 (千円) ― △6,323 △4,493

純資産額 (千円) 483,937 483,374 487,394

総資産額 (千円) 1,029,509 1,031,579 1,105,050

１株当たり四半期(当期)純損失(△) (円) △2.54 △7.29 △2.11

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 47.0 45.4 44.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 115,910 126,891 △65,270

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △13,286 △6,003 △15,407

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 162,337 △21,244 136,831

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 477,319 368,154 268,511
 

 

回次
第８期

第２四半期会計期間

第９期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2023年２月１日
至　2023年４月30日

自　2024年２月１日
至　2024年４月30日

１株当たり四半期純利益
または１株当たり四半期純損失(△)

(円) △0.81 0.92
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期（当

期）純損失であるため記載しておりません。

３．当社は、前連結会計年度末より連結財務諸表を作成しているため、第８期第２四半期連結累計期間に代え

て、第８期第２四半期累計期間について記載しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前連結会計年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。なお、当

社は、前第２四半期累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較

分析は行っておりません。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

① 経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、個人消費やインバウンド消費の持ち直しも加わり、緩やか

な景気回復の動きが見られました。一方で、為替市場の円安進行や、中国経済の成長鈍化、原材料価格の高止まり

や物価の上昇、不安定な国際情勢など、景気後退の懸念も内包し、先行き不透明な状況が継続しております。

このような事業環境の中、当社グループは「ゲームをきっかけに人と社会をHAPPYにする。」をミッションに掲

げ、eスポーツ市場をはじめゲーム周辺領域での事業展開を行っております。また、当社は、GAMING LIFESTYLE

Companyとして新たな事業価値を創造し持続可能な企業としてさらなる成長を目指すため、2024年２月１日付で商号

をGLOE株式会社（英語表記：GLOE Inc. 読み方：グロー）へ変更いたしました。

eスポーツイベントの企画・運営を行う「クライアントワークサービス」では、事業会社が主催する社内交流・企

業ブランディングを目的としたイベントやインフルエンサーが主催となるイベントなど、従来eスポーツの中心で

あった競技大会だけではないゲーム・eスポーツを活用した新たな案件が増加しました。

eスポーツの新たな価値を創造する「ブランドプロデュースサービス」では、ゲーム・eスポーツに関わるIPブラ

ンドを活用したサービス開発、新たなクライアント企業の開拓を積極的に行いました。その結果、パートナーであ

るプロゲーマーや人気ゲームタイトルの実況・解説者、ストリーマーの価値を最大限に発揮する新たなタイアップ

やスポンサー仲介、イベント等へのキャスティングの案件が増加いたしました。

コスト面においては、販売費及び一般管理費において、人員が増加したことにより関連する諸費用、営業強化に

関連する費用及び株主総会関連費用が増加いたしました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は1,131,187千円、営業利益は5,561千円、経常利益は3,839

千円、親会社株主に帰属する四半期純損失は19,917千円となりました。

なお、当社グループはeスポーツ事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。
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② 財政状態の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末から73,471千円減少し、1,031,579千円となり

ました。これは主に、現金及び預金が前連結会計年度末に比べ99,643千円増加しているものの、受取手形及び売掛

金が103,257千円、流動資産の「その他」に含まれる未収還付法人税等が36,524千円、流動資産の「その他」に含ま

れる前渡金が30,461千円減少したこと等によるものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末から69,451千円減少し、548,204千円となり

ました。これは主に、支払手形及び買掛金が50,517千円、長期借入金が23,547千円減少したこと等によるものであ

ります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末から4,019千円減少し、483,374千円とな

りました。これは主に、非支配株主持分が13,594千円増加しているものの、利益剰余金が19,917千円減少したこと

等によるものであります。

 
(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は368,154千円となりました。各キャッシュ・フローの

状況とその要因は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは126,891千円の収入となりました。これは、売上債権の減少額103,257千

円、仕入債務の減少額50,517千円、法人税等の還付額36,524千円、流動負債の「その他」に含まれる前受金の減少

額20,182千円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは6,003千円の支出となりました。これは、無形固定資産の取得による支出

4,235千円、有形固定資産の取得による支出1,768千円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは21,244千円の支出となりました。これは、長期借入金の返済による支出

23,547千円等によるものであります。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 10,000,000

計 10,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2024年４月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年６月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,736,059 2,736,059
東京証券取引所
グロース市場

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であります。
なお、単元株式数は100株であり
ます。

計 2,736,059 2,736,059 ― ―
 

（注） 提出日現在発行数には、2024年６月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2024年２月１日～
2024年４月30日
（注）

1,628 2,736,059 488 148,291 488 147,291

 

（注）新株予約権（ストックオプション）の権利行使による増加
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(5) 【大株主の状況】

2024年４月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社カヤック 神奈川県鎌倉市御成町11番８号 1,427,000 52.16

谷田　優也 東京都杉並区 175,000 6.40

原田　清士 東京都清瀬市 35,000 1.28

タカス　キヨシ 愛知県西尾市 30,000 1.10

J.P.MORGAN SECURITIES PLC
（常任代理人 JPモルガン証券株
式会社）

25 BANK STREET CANARY WHARF LONDON UK
（千代田区丸の内２丁目７番３号東京ビル
ディング）

29,900 1.09

古澤　明仁 千葉県浦安市 25,000 0.91

株式会社SBI証券 東京都港区六本木１丁目６番1号 20,800 0.76

浅野　洋将 東京都杉並区 17,333 0.63

寿美工業株式会社 東京都港区高輪３丁目４－１高輪偕成ビル 17,000 0.62

藤本　博嗣 大阪府吹田市 16,500 0.60

計 ― 1,793,533 65.55
 

 
(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

    2024年４月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式  権利内容に何ら限定のない当社にお

ける標準となる株式であります。
なお、単元株式は100株であります。2,732,200 27,322

単元未満株式
普通株式

― ―
3,859

発行済株式総数 2,736,059 ― ―

総株主の議決権 ― 27,322 ―
 

 

② 【自己株式等】

 　　　 該当事項はありません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

なお、当社は前連結会計年度末より連結財務諸表を作成しているため、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利

益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に係る比較情報を記載しておりません。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2024年２月１日から2024年

４月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2023年11月１日から2024年４月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年10月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2024年４月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 268,511 368,154

  受取手形及び売掛金 394,628 291,371

  仕掛品 18,911 26,065

  その他 106,604 47,835

  貸倒引当金 △2,446 △2,446

  流動資産合計 786,209 730,980

 固定資産   

  有形固定資産 37,357 32,958

  無形固定資産   

   のれん 148,089 137,876

   ソフトウエア 9,251 11,463

   無形固定資産合計 157,341 149,339

  投資その他の資産   

   その他 124,960 119,119

   貸倒引当金 △818 △818

   投資その他の資産合計 124,142 118,300

  固定資産合計 318,840 300,599

 資産合計 1,105,050 1,031,579

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 176,962 126,444

  短期借入金 100,000 100,000

  １年内返済予定の長期借入金 47,095 47,095

  未払法人税等 992 19,263

  その他 130,996 117,338

  流動負債合計 456,046 410,143

 固定負債   

  長期借入金 161,609 138,061

  固定負債合計 161,609 138,061

 負債合計 617,655 548,204
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年10月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2024年４月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 147,139 148,291

  資本剰余金 146,139 147,291

  利益剰余金 192,427 172,509

  株主資本合計 485,707 468,092

 非支配株主持分 1,687 15,282

 純資産合計 487,394 483,374

負債純資産合計 1,105,050 1,031,579
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

          (単位：千円)

          当第２四半期連結累計期間
(自　2023年11月１日
　至　2024年４月30日)

売上高 1,131,187

売上原価 836,714

売上総利益 294,473

販売費及び一般管理費 ※  288,911

営業利益 5,561

営業外収益  

 受取利息 1

 保険解約返戻金 49

 還付加算金 215

 その他 2

 営業外収益合計 269

営業外費用  

 支払利息 1,023

 為替差損 967

 営業外費用合計 1,991

経常利益 3,839

特別損失  

 固定資産売却損 45

 特別損失合計 45

税金等調整前四半期純利益 3,794

法人税、住民税及び事業税 15,187

法人税等調整額 △5,069

法人税等合計 10,117

四半期純損失（△） △6,323

非支配株主に帰属する四半期純利益 13,594

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △19,917
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

          (単位：千円)

          当第２四半期連結累計期間
(自　2023年11月１日
　至　2024年４月30日)

四半期純損失（△） △6,323

四半期包括利益 △6,323

（内訳）  

 親会社株主に係る四半期包括利益 △19,917

 非支配株主に係る四半期包括利益 13,594
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

          (単位：千円)

          当第２四半期連結累計期間
(自　2023年11月１日
　至　2024年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

 税金等調整前四半期純利益 3,794

 減価償却費 8,251

 のれん償却額 10,213

 受取利息及び受取配当金 △1

 支払利息 1,023

 売上債権の増減額（△は増加） 103,257

 棚卸資産の増減額（△は増加） △7,153

 仕入債務の増減額（△は減少） △50,517

 未払金の増減額（△は減少） 7,561

 未払費用の増減額（△は減少） △1,459

 前受金の増減額（△は減少） △20,182

 未払消費税等の増減額（△は減少） 1,699

 長期前払費用の増減額（△は増加） 9,999

 その他 26,303

 小計 92,790

 利息及び配当金の受取額 1

 利息の支払額 △1,023

 法人税等の還付額 36,524

 法人税等の支払額 △1,401

 営業活動によるキャッシュ・フロー 126,891

投資活動によるキャッシュ・フロー  

 有形固定資産の取得による支出 △1,768

 有形固定資産の売却による収入 0

 無形固定資産の取得による支出 △4,235

 投資活動によるキャッシュ・フロー △6,003
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          (単位：千円)

          当第２四半期連結累計期間
(自　2023年11月１日
　至　2024年４月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー  

 長期借入金の返済による支出 △23,547

 新株予約権の行使による株式の発行による収入 2,303

 財務活動によるキャッシュ・フロー △21,244

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 99,643

現金及び現金同等物の期首残高 268,511

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  368,154
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【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
当第２四半期連結累計期間
(自　2023年11月１日
至　2024年４月30日)

給料及び手当 69,763千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 

 
当第２四半期連結累計期間
(自　2023年11月１日
至　2024年４月30日)

現金及び預金 368,154千円

現金及び現金同等物 368,154千円
 

 
(株主資本等関係)

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間(自　2023年11月１日 至　2024年４月30日)

当社はeスポーツ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(収益認識関係)

当社は、eスポーツ事業を営む単一セグメントであり、主要な顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、

以下の通りであります。

 当第２四半期連結累計期間

(自 2023年11月１日

　至 2024年４月30日)

クライアントワークサービス 629,581千円

ブランドプロデュースサービス 501,606千円

合計 1,131,187千円
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
(自　2023年11月１日
至　2024年４月30日)

１株当たり四半期純損失（△） △7円29銭

(算定上の基礎)  

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）(千円) △19,917

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純損失（△）(千円)

△19,917

普通株式の期中平均株式数(株) 2,733,179

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

―

 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であるた

め記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

　　2024年６月12日

GLOE株式会社

取締役会  御中

 

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ
 

東京都中央区
 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 松本 浩幸  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 伊藤 宏美  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているGLOE株式会社の

2023年11月１日から2024年10月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2024年２月１日から2024年４月30

日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年11月１日から2024年４月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、GLOE株式会社及び連結子会社の2024年４月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実
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施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないか

どうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書におい

て四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項

が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査

人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企

業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じ

させる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以 上

 
 
(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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